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考察

　今回で視察研修は3度目の参加であった。いつものことながら南への地域への旅たちと全国の施設、S個で従事する仲間と合えることを楽しみに今回も参加させていただいた。病院に従事する私にとっても急性期のケアのあり方、ソフト面の充実に向けて視察から吸収できる事の楽しみと青南病院の現状を評価できることを見つけたく私のテーマとした。関連施設についてはその概要が理解できれば私の中で良としてやはり病院・急性期に絞ってみた。

　3つの病院見学と１つの病院の懇談会が日程であった。同じ精神科の病院と言っても病院の建物、規模、システム、治療やケアの方法は違いがあり、その中でどれだけ患者様と付き合う事が出来ているのかいわゆるソフト面の充実が図れているかが大切である。視察した病院の感じた事と青南病院の取り組みを改めて考えたい。

　土佐病院はとにかく病院全体が整備されており空間に無駄のないといった印象、ステーション内のすべてが整理されており、機能的と感じた。この2点については私の病棟でも目標に掲げている「環境整備」が何故、できないのか考えてみなければならない、スタッフの意識、心がけと言う目に見えないことだが整備するという意味について勉強会から始める必要があると考えた。誰もが整備する事をだめと思っているスタッフはいないわけで、なぜその事が出来ないのかからスタッフと考えていきたい。

　隔離室内に設置してあるテレビについてはどんなものかと考えた、考え方や、取り組み方の違いはあるがテレビが見ることが出来る患者様は一般の病室に移動でき折るレベルと考えており、あえてテレビが設置してある意味がわからなかった。隔離室のケア目標は「早期に隔離室から退室できるか」であり、テレビと言う刺激は必要ないと考えた。土佐病院の考え方にはもっと深いものがあるのか。

　三船病院は施設の拡大、整備しながら従事するスタッフの体制はこれから作っていく最中であると感じた。古い精神科看護のスタッフ体制から脱却しようと努力しており青南病院スタッフからも多くのアドバイスを求めようとする意気込みを感じた。ハード面はすばらしいものが整っているのでその事を最大に活かしていくためのソフト面の向上が課題となっている。この点についてもわたしたち青南病院スタッフも今ある病院資源をいかに有効に使いこれ以上できないケアのラインまで持っていく事が大切になる。

　南海病院はゆったり知慮が進められている印象だった。とくに九世紀においては、本来の急性期治療である体力と病状回復に力をおき、病棟内でのケアが展開されてきた。青南病院の急性期においては個別の方針の違いはあるが比較的早い時期から作業療法やプログラムが導入される事が多い。ここは医師の方針や個別性が展開される九世紀の大切な時期である為対象にとって今、必要なケアをチームで議論する大切つくりをしたい。

　秋田病院は関連施設の見学はあったが懇談会がメインであった。人が人をもてなす喜びを感じた。理事長を始め出席スタッフの誠意を１００％受ける事が出来ました。個人的には高校野球を沸かせた









